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今
年
も
早
い
も
の
で
２
ケ

月
近
く
経
過
。
毎
日
、
流
さ

れ
る
ニ
ュ
ー
ス
を
、
順
不
同

で
列
記
し
て
み
る
。
「
大
学

生
た
ち
の
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
バ

ス
の
軽
井
沢
バ
イ
パ
ス
で
の
死
亡
事

故
」
「
介
護
施
設
で
の
高
齢
者
連
続

落
下
死
亡
事
件
」
「
加
古
川
の
若
い

女
性
の
死
亡
事
件
」
な
ど
、
痛
ま
し

い
も
の
ば
か
り
。
し
か
も
、
若
者
が

か
か
わ
る
こ
と
が
多
い
。
「
人
を
殺

し
て
み
た
か
っ
た
」
と
の
女
子
大
生

や
、
高
校
生
が
い
じ
め
で
友
人
を
溺

死
さ
せ
た
例
な
ど
も
思
い
出
す
▼
一

方
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
め

ぐ
る
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
は
、
政
治
、
軍

事
に
か
か
わ
る
情
勢
が
ホ
ッ
ト
な
局

面
に
あ
る
現
在
、
ニ
ュ
ー
ス
の
流
し

方
自
体
も
意
図
的
に
組
み
立
て
ら
れ

て
い
る
と
い
う
印
象
も
否
め
な
か
っ

た
。
そ
の
中
で
、
巨
大
メ
デ
ィ
ア
の

歪
み
や
権
力
へ
の
屈
服
は
見
逃
せ
な

・

・

・

・

い
▼
戦
中
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
政
治
が
、

殆
ど
国
民
の
意
見
や
批
判
を
許
さ
な

く
な
っ
た
時
と
比
べ
る
と
、
現
在
は

「
マ
マ
の
会
」
や
青
年
「
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ

Ｄ
ｓ
」
な
ど
の
共
同
が
広
が
っ
て
い

る
。
甘
利
氏
の
口
利
き
行
為
や
自
民

党
の
議
員
の
「
育
休
」
中
の
「
不
倫
」

辞
職
な
ど
は
、
か
つ
て
、
私
た
ち
が

共
働
き
で
苦
労
を
重
ね
、
闘
い
取
っ

て
き
た
経
験
な
ど
を
交
流
し
、
生
か

す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
昨
今
。

ま
と
も
な
社
会
づ
く
り
に
、
さ
ら
に

励
ま
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
が
強
く

わ
い
て
く
る

（
Ｋ
・

地 蜂

社
会
民
主
党

上
伊
那
中
央
総
支
部
代
表

竹
松
成
就
さ
ん
（
富
県
）

参

議

院

選

で

野

党

は

「

憲

法

を

守

り

、

戦

争

法

廃

止

に

全

力

を
あ
げ
る
無
所
属
の
候
補
者
」
の
擁

立
が
何
を
お
い
て
も
第
一
だ
。
定
員

１
の
選
挙
区
が
長
野
県
を
含
め
３
２

区
あ
る
。
野
党
は
、
中
央
で
も
地
方

で
も
一
つ
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
き
真
剣
な

協
議
に
早
く
入
り
、
統
一
候
補
の
決
定

が
必
要
で
す
ね
。
自
公
勢
力
に
絶
対
に

勝
た
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
安
倍
首

相
は
「
憲
法
改
正
」
を
繰
り
返
し
口
に

し
参
院
選
の
争
点
に
狙
っ
て
い
る
。
長

野
県
の
１
議
席
は
間
違
っ
て
も
戦
争
推

進
勢
力
に
与
え
て
は
だ
め
。
力
を
合
わ

せ
ま
し
ょ
う
。
（
元
伊
那
市
議
会
議
員
）

伊
那
福
音
協
会

牧
師

水
野
晶
子
さ
ん
（
日
影
）

日
本
国
憲
法
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に

ノ
ミ
ネ
ー
ト
。
平
和
憲
法
を
ノ
ー
ベ
ル

賞
に
是
非
し
た
い
と
仲
間
と
と
も
に
集

会
を
開
い
た
り
し
て
運
動
し
て
い
ま
す
。

政
治
の
事
は
他
人
事
で
し
た
が
、
戦

ひ

と

ご

と

争
法
（
案
）
に
対
し
て
若
者
や
大
学
生
、

若
い
マ
マ
た
ち
、
戦
争
体
験
者
が
立
ち

上
が
り
地
道
に
粘
り
強
く
取
組
ん
で
い

る
姿
に
励
ま
さ
れ
、
為
政
者
が
正
し
い

判
断
が
で
き
る
よ
う
に
と
祈
祷
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
「
戦
争
法
廃
止
を
求

め
る
」
署
名
に
み
ん
な
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
参
院
選
で
は
戦
争
法
を
進
め

る
人
は
絶
対
に
だ
め
で
す
ね
。

戦争法廃止・安倍内閣打倒などで５野党が 合意！
７
月
の
参
院
選
で
は
、
一
人
区
で
戦
争
法
廃
止
を
求
め
る
議
員
が
多
数
に
な

る
こ
と
が
決
定
的
で
す
。
同
時
に
、
比
例
と
複
数
区
で
日
本
共
産
党
の
大
躍
進

が
不
可
欠
で
す
。
来
る
衆
院
選
で
も
野
党
が
過
半
数
を
獲
得
し
、
両
院
で
「
戦

争
法
廃
止
の
議
決
」
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
ほ
ど
「
野
党
は
共
闘

し
自
公
に
圧
勝
を
」
の
国
民
の
声
に
野
党
５
党
は
、
戦
争
法
廃
止
と
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
撤
回
、
安
倍
政
権
打
倒
と
選
挙
協
力
を
行
う
こ

と
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
０
万
人
統
一
署
名
の
取
り
組
み
も
大
き

く
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
野
党
統
一
候
補
」
の

擁
立
必
ず
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一
人
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の
長
野
で
自
公
に
勝
と
う
！

竹松成就さん

平
和
憲
法
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
！

2／3 大萱交差点でのスタンディング。節分

の日だったので、鬼も登場して「アベ政治を

許さない！」「戦争法廃止で手をつなごう！」

（9条の会伊那市連絡会のみなさん）

2／21 共産党伊那市委員会
がベルシャイン前で署名行

動。1時間で61人の署名が
集まりました。
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戦争法廃止2000万署名すすむ

７
日
、
柳
川
ひ
ろ
み
市
議
の
「
つ
ど
い
」
が
中

央
区
公
民
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
６
０
名
近
い
参

加
者
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
竜
東
７
区
の
区
長
・

役
員
を
代
表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
中
央
区
長
さ
ん

は
、
「
要
求
実
現
や
区
政
に
と
っ
て
柳
川
議
員
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
」

と
激
励
。
三
澤
党
地
区

委
員
長
か
ら

は
、
参
院
選

に
む
け
て
の

支
持
の
訴
え

が
あ
り
ま
し

た
。
地
元
演

奏
家
に
よ
る
尺
八
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
新

た
な
年
の
決
意
を
固
め
合
う
集
い
と
な
り

ま
し
た
。

飯
島
光
豊
後
援
会
の
新
春
の
つ
ど
い
は
、

７
日
、
１
２
０
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま

し
た
。
東
春
近
の
区
長
会
長
、
財
産
区
議

長
ら
の
来
賓
が
あ
い
さ
つ
、
Ｊ
Ａ
上
伊
那

の
御
子
柴
茂
樹
組
合
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

紹
介
。
飯
島
議

員
が
「
引
き
続

き
市
民
の
立
場
で
頑
張
り

ま
す
」
と
力
強
く
あ
い
さ

つ
し
た
後
、
新
年
宴
会
に

移
り
、
日
本
舞
踊
や
詩
吟

な
ど
の
余
興
や
、
福
を
呼

ぶ
新
春
豆
ま
き
大
会
が
催

さ
れ
る
な
ど
に
ぎ
や
か
な

集
い
に
な
り
ま
し
た
。

「
戦
争
法
を
考
え
る
学
習
会
」

￤
竜
東
９
条
の
会
主
催

２
０
日
、
福
島
公
民
館
で
の
「
戦
争
法
を
考
え

る
学
習
会
」
に
約
５
０
名
が
参
加
。
元
県
高
校
長

会
会
長
・
手
良
九
条
の
会
会
長
の
北
原
明
さ
ん
が

「
太
平
洋
戦
争
と
戦
争
法
」
と
題
し
講
演
。

北
原
さ
ん
は
、
憲
法
９
条
は
自
分
の
生
き
様
そ

の
も
の
で
あ
る
と
前
置
き
し
、
日
本
が
他
に
例
の

な
い
ほ
ど
悲
惨
な
太
平
洋
戦
争
を
は
じ
め
る
ま
で

の
経
緯
に
つ
い
て
検
証
。
基
本
的
人
権
や
表
現
の

自
由
が
奪
わ
れ
、
一
路
、
戦
争
へ
と
突
き
進
め
た

時
代
と
今
の
安
倍
政
権
の
下
で
起
き
て
い
る
政
治

現
象
と
が
重
な
り
合
う
こ
と
の
危
険
性
を
指
摘
。

そ
し
て
、
平
和
を
柱
に
し
た
日
本
国
憲
法
を
守
り
、

い
か
す
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
戦
争
法
廃
止
２
０
０
０
万
統
一
署
名
推

進
と
、
「
戦
争
法
反
対
、
憲
法
守
ろ
う
」
（
池
上

信
子
さ
ん
書
）
と
書
か
れ
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
す

る
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
伊
藤
）

上
伊
那
医
療
生
協
は
、
２
月
14
日
の
バ
レ
ン
タ

イ
ン
デ
ー
に
合
わ
せ
て
、
チ
ョ
コ
や
風
船
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
な
が
ら
、
２
０
０
０
万
署
名
に
協
力
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

伊
那
市
で
は
、

グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー

ム
や
日
帰
り
温
泉

施
設
、
ニ
シ
ザ
ワ

な
ど
で
職
員
や
地

域
の
支
部
が
行
動

に
取
り
組
み
ま
し

た
。目

標
達
成
に
弾

み
を
つ
け
た
活
動
に
な
り
ま
し
た
。

（
Ｉ
）

参加者に挨拶する柳川市議市政報告をする飯島光豊市議

医
療
生
協
が
署
名
行
動

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に

ニシザワ春近食彩館の前で署名を

訴える東西春近支部の組合員

断
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
ポ
イ

ン
ト
は
ど
れ
だ
け
時
間
を
取
っ
て
行
動
す

る
か
、
ど
の
よ
う
に
お
願
い
す
る
か
工
夫

次
第
で
す
。
寒
さ
も
少
し
和

ら
い
で
き
ま
し
た
。
節
目
節

目
の
目
標
を
設
定
し
て
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

（
２
０
０
０
万
署
名
地
区
推
進
本
部
）

医
療
生
協
富
県
支
部
（
支
部
長
・
竹
松
孝
子
さ

ん
）
は
、
署
名
目
標
（
２
０
０
人
）
を
１
月
中
に

超
過
達
成
。
「
望
郷
の
鐘
」
を
観
た
り
、
小
森
陽

一
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
た
り
し
て
、
み
ん
な
「
何

と
か
し
な
く
ち
ゃ
」
と
、
『
い
ろ
り
ば
た
』
の
配

布
者
に
「
何
人
分
」
と
い
う
ふ
う
に
お
願
い
し
た

と
の
こ
と
。
家
族
だ
け
で
は
足
り
ず
に
東
京
の
親

戚
に
お
願
い
し
た
人
も
い
て
、
集
中
し
て
取
り
組

ん
で
く
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

医
療

生
協

富
県
支
部
、
早
期
に
目
標
超
過
達
成
！

思い切って行動に！

「新春のつどい」賑やかに
柳川、飯島光 両市議の後援会
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前

史
（
下
）

上
の
原

中
村

光
利

こ
う
し
て
、
こ
の
飛
行
場
は
南
東
の
隅
を
標
高
七

百
メ
ー
ト
ル
と
し
て
北
西
方
向
に
五
百
分
の
二
の
勾
配

を
つ
け
て
平
坦
に
整
地
さ
れ
た
。
切
り
土
の
土
量
は
六

〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
い
わ
れ
、
今
の
大
型
ダ
ン
プ
カ
ー

で
十
二
万
台
に
及
ぶ
が
、
大
き
な
二
つ
の
谷
を
埋
め
約

百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
平
地
を
造
り
、
芝
を
植
え
た
幅
八
十

メ
ー
ト
ル
長
さ
千
三
百
メ
ー
ト
ル
の
滑
走
路
を
三
ケ
月

程
で
仕
上
げ
た
。
同
じ
こ
ろ
、
三
棟
の
格
納
庫
（
四
十

メ
ー
ト
ル
四
方
、
棟
高
二
十
五
メ
ー
ト
ル
）
や
本
部
建

物
、
発
動
機
・
計
器
・
自
動
車
等
の
整
備
工
場
、
兵
舎
、

炊
事
舎
、
食
堂
、
測
候
所
、
弾
薬
庫
そ
の
他
大
小
二
十

棟
以
上
の
建
物
や
給
水
塔
、
貯
水
槽
、
排
水
路
、
射
撃

訓
練
場
等
の
諸
設
備
、
飛
行
機
を
隠
す
た
め
の
誘
導
路

等
も
作
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
一
九
四
四
年
二
月
、
熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校

伊
那
分
教
所
と
し
て
開
所
さ
れ
、
九
月
に
完
成
し
、
十

月
に
は
飛
行
訓
練
や
戦
闘
機
へ
の
装
備
が
始
ま
っ
た
。

こ
の

間
の
詳

し
い
こ

と
は
、

現
在
上

の
原
在

住
の
久

保
田
誼

氏
の
著

書
『
伊

那
谷
の

青
い
空

に
』
を

ご
覧
く

だ
さ
い
。

宮
田
村
大
久
保
に
放
射
性
物
質
を

含
む
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建
設
が
計

画
さ
れ
、
「
断
固
反
対
」
を
掲
げ
、

10
万
人
の
署
名
を
集
め
県
知
事
に
許

可
を
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
取
り
組

み
が
大
き
く
も
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

宮
田
村
を
は
じ
め
農
業
、
漁
業
関
係

団
体
、
多
く
の
市
民
団
体
が
学
習
集

会
や
署
名
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

放
射
能
の
危
険
を
心
配
す
る
投
書

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
空
気
が
お
い
し
い
伊
那
谷
の
真

中
に
、
処
理
が
で
き
な
い
放
射
能
の

ゴ
ミ
は
絶
対
ゴ
メ
ン
で
す
。

東
信
地
方
で
は
拒
否
し
た
ん
だ
ね
。

み
ん
な
で
ハ
ネ
返
し
ま
し
ょ
う
。

西
春
近
Ｉ
さ
ん

（
病
院
勤
務
・
女
性
）

◆
飯
田
、
飯
島
方
面
か
ら
柿
や
り

ん
ご
を
毎
年
取
り
寄
せ
て
い
ま
す
。

ど
こ
か
ら
見
て
も
安
全
で
な
い
「
放

射
性
物
質
（
核
の
ゴ
ミ
）
」
と
聞
い

た
だ
け
で
身
震
い
が
し
ま
す
よ
。
回

覧
の
署
名
は
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
出

来
る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
東
春
近
Ｔ
さ
ん
（
60
代
男
性
）

つ
い
最
近
ま
で

事
業
を
経
営
し
普

通
の
生
活
を
送
っ

て
い
た
市
民
が
、
何
か
の
き
っ
か

け
で
貧
困
に
陥
っ
て
し
ま
う
危
険

が
身
近
に
あ
る
。

親
会
社
の
都
合
で
事
業
を
閉
鎖

さ
せ
ら
れ
、
収
入
が
な
く
な
り
、

子
供
の
高
校
進
学
資
金
が
借
り
ら

れ
な
い
。
介
護
保
険
の
報
酬
削
減

で
、
介
護
事
業
所
を
閉
鎖
す
る
。

宿
泊
業
で
改
装
費
の
ロ
ー
ン
返
済

が
あ
る
中
で
、
新
た
な
修
繕
費
が

発
生
し
、
子
供
の
大
学
進
学
を
あ

き
ら
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
等
々
。

教
育
に
投
資
し
な
い
国
に
未
来

は
な
い
。
学
び
た
い
意
欲
の
あ
る

学
生
に
、
返
済
不
要
（
給
付
型
）

の
奨
学
金
が
早
急
に
求
め
ら
れ
る
。

８
名
に
躍
進
し
た
共
産
党
県
議
団

の
活
躍
も
あ
っ
て
、
県
で
は
ひ
と

り
親
家
庭
へ
の
給
付
型
の
奨
学
金

が
実
現
し
た
が
、
今
度
の
参
議
院

選
挙
で
勝
っ
て
国
に
も
ぜ
ひ
給
付

型
の
奨
学
金
を
実
現
し
た
い
。

市議の 窓

子
ど
も
を
励
ま
す
政
治
を

前
沢
け
い
子

＆ ぷろ

２

放
射
性
物
質
処
分
場
建
設
に
待
ッ
タ
!

上
の
原
今
昔

シリーズ２

プロ

春
闘
学
習
集
会

上
伊
那
地
区
労
連
・
上
伊
那
学
習
協

共
催
の
「
２
０
１
６
上
伊
那
春
闘
学
習

集
会
」
が
２
月
19
日
伊
那
市
振
興
公
社

会
議
室
で
行
わ
れ
約
40
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

「
ざ
ざ
む
し
」
の
う
た
と
演
奏
で
開
会
、

高
教
組
上
伊
那
支
部
、
上
伊
那
民
医
連

労
働
組
合
、
国
土
交
通
労
組
天
竜
川
ダ

ム
分
会
か
ら
職
場
報
告
を
受
け
て
、
愛

知
県
学
習
協
会
会
長
の
吉
田
豊
さ
ん
よ

り
「
暮
ら
し
を
ま
も
る
共
同
で
、
賃
上

げ
と
雇
用
の
安
定
、
地
域
活
性
化
」
と

題
し
て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
学
習
集
会
は
毎
年
行
わ
れ
、
今

年
で
48
回
目
。

2月14日、伊那公民館で議会報告会が

行われました。日本共産党の3市議から

１２月議会の主な報告がなされました。

議
会
報
告
会
行
わ
れ
る

上の原保育園南となりの飛行場遺構に教育委員

会が設置した看板に歴史が記載されています
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辺
野
古
新
基
地

早
期
実
現
陳
情
の
採
択
に
思
う

美
原
区

矢
沢
真
民

12
月
伊
那
市
議
会
で
「
早
期
実
現
」
の
陳
情
が
採
択
さ
れ
驚

い
て
い
ま
す
。
13
名
の
賛
成
議
員
が
如
何
に
沖
縄
の
歴
史
と
実

態
に
無
知
で
あ
る
か
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
将
来
伊
那
市
内

の
小
中
学
生
が
沖
縄
を
訪
ね
た
り
学
ぶ
に
つ
け
て
も
禍
根
を
残

す
で
し
ょ
う
。
ま
た
沖
縄
は
観
光
事
業
で
も
先
進
県
で
あ
り
自

治
体
同
士
の
良
好
関
係
を
保
た
な
い
と
「
伊
那
市
益
」
を
損
な

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
の
沖
縄
と
の
関
わ
り
は
、
沖
縄
本
土
復
帰
の
戦
い
で
労
働

者
階
級
の
意
識
を
持
っ
た
労
働
組
合
組
織
「
総
評
」
が
核
と
な

り
本
土
と
一
体
と
な
っ
た
返
還
運
動
の
ピ
ー
ク
時
か
ら
で
し
た
。

当
時
、
大
衆
組
織
で
あ
る
「
原
水
協
」
「
母
親
大
会
」
「
日
本

の
う
た
ご
え
」
は
３
大
民
主
勢
力
と
し
て
返
還
運
動
の
重
要
な

部
分
を
担
っ
て
お
り
ま
し
た
。

私
は
長
野
合
唱
団
で
「
う
た
ご
え
運
動
」
の
一
員
と
し
て
活

動
に
参
加
、
「
う
た
え
心
を
、
う
た
は
闘
い
と
と
も
に
、
平
和

で
健
康
的
な
う
た
ご
え
を
１
０
０
０
万
人
に
」
を
大
目
標
に
ス

ク
ラ
ム
を
組
み
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
歌
劇
「
沖
縄
」

が
生
ま
れ
プ
ロ
と
地
方
合
唱
団
が
合
同
で
全
国
公
演
を
成
功
さ

せ
Ｌ
Ｐ
版
５
万
枚
が
普
及
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を

行
う
中
、
返
還
後
も
「
地
位
協
定
」
の
も
と
で
生
活
す
る
沖
縄

県
民
の
実
態
を
学
び
ま
し
た
。

現
在
、
上
田
市
で
は
沖
縄
出
身
者
が
「
沖
縄
」
の
勉
強
会
の

講
師
を
務
め
て
い
る
そ
う
で
す
。
伊
那
市
で
も
「
沖
縄
を
知
る

会
＝
仮
称
」
を
立
ち
上
げ
、
沖
縄
を
支
援
し
汚
名
返
上
に
向
け

行
動
す
る
こ
と
を
訴
え
ま
す
。

随想

☆ 2千万人署名を
一緒に街かどで集めよう～

２月28日（日）午後３時３０分～４時３０分

伊那ベルシャイン前

主催 僕らが主権者って知らなくて委員会

ｉｎ伊那谷

連絡先 宮脇（090－4159－9115）

☆ 伊那夜の街オリエンテーリング
３月２日（水）午後６時～６時４５分受付

午後７時 スタート

伊那市セントラルパーク集合（雨天決行）

参加券 3000円（前売り券のみ）

主催 上伊那民主商工会

問い合わせ 実行委員会（72－0550）

有 賀(090-3143-6946)

☆ 「アベ政治を許さない」
スタンディング

３月３日（木）午後４時～５時

いなっせ交差点

☆ 重税反対全国統一行動
３月11日（金）午前８時３０分～

ＪＡ上伊那本所３Ｆ大ホール

主催 上伊那民主商工会

風物詩 雛人形展
（伊那部宿旧伊澤家）

☆「脱原発」いな金行動
毎週金曜日午後６時～６時半
いなっせ北側広場
主 催 さよなら原発上伊那の会
連絡先 医療生協組合員センター

（ＴＥＬ７９－８７０２）

３月３日の桃の節句を前に、西町伊那部の旧伊澤家

住宅では、江戸時代から現代までの雛人形の展示会が

開かれています。（3月3日（木）まで。なお２，３日

は甘酒の振る舞いもあります）


